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授 業 Ⅱ

生 活 科 学 習 指 導 略 案
２年２組　29名　指導者　　林　　　智　美　

　本授業では，以下の検証を行うものである。

○　動くおもちゃを作ったり，遊んで試したりする活動を繰り返すことで，いろいろな気付きにつな

げていくことができたか。

○　伝え合う活動を入れることで，友達や自分のおもちゃのよさに気付き，気付いたことを生かそう

とする気持ちをもつことができたか。

１　単　　　元　　うごくうごく　わたしのおもちゃ

２　指 導 計 画（総時数９時間）

３　本　　　時（３／９）

　⑴　目　　標

　身近にあるものを使って，動くおもちゃを作って遊ぶ中で，自然の中のきまりの面白さや不思議さ

を実感し，もっと工夫したいという願いをもつことができるようにする。

　⑵　評価規準と評価の視点

　作ったおもちゃで遊んだり試したりする中で，材料の使い方や動く仕組みの面白さや不思議さに気

付き，気付いたことを伝えようとしている。　　　　　　　　　　【生活や体験についての思考・表現】

〈評価の視点〉

○　ゴムをたくさん巻くと，よく走ったよ。

○　ゴムを強くひっぱると，よく飛んだよ。

○　磁石のくっついたりはなれたりするのをつかって動くおもちゃを作ったよ。

○　風が当たる所を作ったよ。

○　おもちゃを動かすために○○に気付いたよ。

　⑶　指導に当たって

　「であう・みつける」では，自分の作ったおもちゃを試してみたいという意欲をもたせるために，

試す場を紹介し，活動の見通しをもたせる。

　「かかわる」では，風おもちゃ研究所，ゴムおもちゃ研究所・磁石おもちゃ研究所のように，おもちゃ

の種類ごとに分かれて活動する。遊びながら，友達のおもちゃと比べることで，自分のおもちゃとの

違いを見つけ出したり，自分や友達のおもちゃのよさや材料の特性に気付いたりできるようにする。

また，自らの気付きを振り返ったり，互いの気付きを交流したりできるような場を作り，自分のおも

ちゃ作りに生かしたいという気持ちをもてるようにする。

　「つたえあう・ふりかえる」では，本時の活動を振り返る中で，身の回りにある物の性質の面白さ

や不思議さに気付き，さらにより動くおもちゃにするために自分で作ったおもちゃを工夫したいとい

う思いをもち，次の活動につなげていけるようにする。

１　身の回りにあるもので遊び，その基本的な性質を知る。

２　自分たちの身近にあるもので動くおもちゃを作って遊ぶ。

【関：身近なものを使った動くおもちゃで楽しく遊び，材料の使い方や仕

組みに関心をもっている。】

３　友達と遊んだり試したりしながら動くおもちゃを工夫する。

４　動くおもちゃで友達と仲良く遊ぶ。

【思：材料や自然現象のきまりや不思議について，気付いたことを生かし

て，動くおもちゃを自分なりに，よりよいものにしていこうと改善

や工夫をしている。】

５　使った材料の分別を考え，分別したものをゴミに出す。

６　活動を振り返る。

【気：おもちゃ作りを通して自分や友達のよさに気付いている。】
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授 業 Ⅱ

音 楽 科 学 習 指 導 略 案
５年３組　29名　指導者　　福　留　健　之　

　本授業では，以下の検証を行うものである。

　子どもが，言語活動を通じて音楽に対する自分の思いや意図を積極的に表現することが，音楽表現

を豊かにすることに結び付いているか。

１　題　　　材　　いろいろなひびきを味わおう
　　「いつでもあの海は」　佐田和夫作詞／長谷部匡俊作曲

　　「リボンのおどり（ラバンバ）」　浮龍明子日本語詩／メキシコ民謡／原由多加編曲

　　「双頭のわしの旗の下に」　Ｊ．Ｆ．ワーグナー作曲

　　「アイネクライネナハトムジーク第１楽章」　モーツァルト作曲

２　目　　　標
　歌声や楽器が重なり合ういろいろな響きの特徴や違いを感じ取りながら，思いや意図をもって表現し

たり，想像豊かに聴いたりすることができるようにする。

　音の特徴や音色の違いを生かして，全体の響きや全体の響きのバランスに気を付けながら，音の組み

合わせを工夫して演奏することができるようにする。

３　題材の評価規準
○　声や音が重なり合う美しい響きを求めて表現したり聴いたりする学習に進んで取り組もうとしてい

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【音楽への関心・意欲・態度】

○　旋律の重なり方の違いが生み出す響きのよさを感じ取り，美しい響きになるように表現の仕方を工

夫している。　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【音楽表現の創意工夫】

○　旋律の重なり方や拍子の特徴を生かして，表情豊かに歌ったり楽器を演奏したりしている。

【音楽表現の技能】

○　いろいろな楽器の音が重なり合う響きの違いや，曲想とその変化などの特徴を感じ取ったり，楽曲

の構造を理解したりして，味わって聴いている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　【鑑賞の能力】

４　指 導 計 画（総時数９時間）

５　本　　　時（６／９）

　⑴　目　　標

　　　旋律の重なり方や拍子の特徴を生かして，表情豊かに楽器を演奏することができるようにする。

　⑵　評価規準

　　　音が重なり合う美しい響きを求めて表現する学習に，進んで取り組もうとしている。

【音楽への関心・意欲・態度】

１　「いろいろなひびきを味わおう」という題材で，歌声や楽器の音が重なり合う響
きを感じたり，きれいな響きを味わって演奏したりする学習に取り組むことを知る。

【関：声が重なり合う美しい響きを求めて表現する学習に進んで取り組もうとしている。】

　「いつでもあの海は」

２　範唱を聴いて曲の感じをつかみ，意味を考えながら主旋律を歌う。
【技：旋律の重なり方を生かして，表情豊かに歌っている。】

３　響きをつくるもう一つの旋律を練習して，重なり合う響きを感じながら合唱
する。

【創：旋律の重なり方の違いが生み出す響きのよさを感じ取り，美しい響きになるように表現の

仕方を工夫している。】

　「リボンのおどり」

４　「リボンのおどり」の楽譜を見て，①〜⑦のパートの特徴について話し合い，
それぞれのパートにふさわしい楽器を選んで練習する。

【技：旋律の重なり方や拍子の特徴を生かして，表情豊かに楽器を演奏している。】

５　曲全体のまとまりを考えて，繰り返す回数を決め，旋律やリズムの重ね方を
工夫して響きの変化を楽しんで演奏する。

【関：音が重なり合う美しい響きを求めて表現する学習に，進んで取り組もうとしている。】

　「双頭のわしの旗の下に」

６　曲の感じが変化する所に気を付けながら，吹奏楽の響きを楽しむ。
【鑑：いろいろな楽器の音が重なり合う響きの違いを感じ取ったり，楽曲の構造を理解したりし

て，味わって聴いている。】

　「アイネクライネナハトムジーク第１楽章」

７　強さの変化に気を付けながら弦楽合奏の響きを楽しむ。
【鑑：曲想とその変化などの特徴を感じ取りながら聴いている。】
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　⑷　本時の展開　　　　　　　　　　　　〔　　〕子どもの意識　　　　　　教師，手立て　　※評価

主 な 学 習 活 動 と 教 師 の 手 だ て ・ 評 価

１　今，作っているおもちゃを見て，材料や仕

　組みを確かめる。

・ゴムで動く車だよ。

・風の力で動くよ。

・グルグルとゴムを巻いて手を離すと動くよ。

・うちわであおぐと動くよ。

２　めあてを確認する。

　おもちゃけんきゅうじょで，おもちゃ

をつくったりあそんだりしよう。

３　風おもちゃ研究所，ゴムおもちゃ研究所，磁石

おもちゃ研究所に分かれて，おもちゃを作ったり

遊んで試したりする。

・うまく動かないなあ。どうしたら動くかな。

・やったあ。動いたよ。

・どうしたら動くか分かったよ。

４　おもちゃを作って，気付いたことを紹介し

合ったり，友達の困っている所について，よ

い方法はないか考えたりする。

・ゴムをたくさん巻くとよく動いたよ。

・息をいっぱい当てたらクルクル回ったよ。

・ちゃんと動かないよ。どうしてかな。

・まっすぐ付けたら，うまく

　回るよ。

５　友達の考えや，自分で気付いたことをもと

に，作ったり試したりする。

６　活動の振り返りをする。

　・動くようになってうれしかったよ。

　・○○さんはすごい発見をしていることが

分かったよ。

　・もっと速く動けるようにしたいな。

　・もっと遠くに飛ばすにはどうしたらいい

んだろう。

７　片付けをする。

過程 時
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　動くおもちゃに興味を持ち，自分

のおもちゃの動く仕組みを試してみ

たいという思いを持つことができる

ように，材料や仕組みを確かめさせ，

試す場(おもちゃ研究所)を紹介する。

　活動の見通しが持てるように，活

動の流れと，安全面で気をつけるこ

とを確認できるようにする。

　制作の途中で発表し合うことで，

友達の工夫や自分の工夫を意識でき

るようにする。

※　作ったおもちゃで遊んだり試したり

する中で，材料の使い方や動く仕組み

の不思議さについて気付いたことを伝

え合うことができる。　　　

(カード・発表)

○　気付いたことを書けている子

どもには，うまく動かなくて困っ

ている友達へのアドバイスを考

えられるように声かけする。

○　気付いたことを書けていない子

どもには，自分と友達のおもちゃ

を比べさせたり，困っていること

を書かせたりするようにする。

　最後に「動くおもちゃ大会」をす

ることを伝えることで，今のおもちゃ

をもっとよく動くように工夫したい

という願いをもち，次時の活動の意

欲へとつなげていけるようにする。


